
                              

                       

国
の
構
造
改
革
に
よ
り
、
那
珂
市

も
職
員
の
２
割
が
削
減
さ
れ
、
非
正

規
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

 

今
回
の
東
日
本
大
震
災
や
原
子

力
発
電
所
の
爆
発
事
故
な
ど
で
、
多

く
の
職
員
が
不
眠
不
休
で
働
き
、
混

乱
と
多
忙
を
極
め
ま
し
た
。 

                       

普
段
か
ら
必
要
な
人
数
は
正
職

員
と
し
て
確
保
し
、
災
害
に
そ
な
え

て
研
修
や
技
術
、
訓
練
を
積
み
、
い

つ
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
安
全
、

安
心
の
体
制
を
つ
く
っ
て
お
く
こ

と
が
大
切
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

 

国
保
・介
護
・水
道 

事
業
に
も
反
対 
  

国
保
会
計
予
算
は
、
基
金
３
億
６

千
万
円
を
取
り
く
ず
し
、
国
保
税
を

引
き
下
げ
る
べ
き
で
す
。 

 

介
護
保
険
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

付
額
が
年
々
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

特
に
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
や
低

所
得
者
に
対
す
る
特
定
入
所
者
介

護
サ
ー
ビ
ス
で
減
額
の
幅
が
大
き

く
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
人

が
増
え
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。 

 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は

年
齢
で
差
別
す
る
制
度
で
中
止
す

べ
き
で
す
。
も
と
の
老
人
保
健
制
度

に
戻
す
よ
う
要
求
し
ま
し
た
。 

 

水
道
事
業
に
対
し
て
は
、
無
駄
な

八や

ッん

場ば

ダ
ム
建
設
を
中
止
し
、
県
水

の
値
段
を
下
げ
る
よ
う
県
に
か
さ

ね
て
要
望
す
る
よ
う
訴
え
ま
し
た
。 

      

             

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災

で
は
、
那
珂
市
も
甚
大
な
災
害

を
被
り
ま
し
た
。 

 

那
珂
市
議
会
は
全
員
協
議
会

を
開
き
、
少
し
で
も
市
の
手
助

け
に
な
る
よ
う
災
害
対
策
本
部

を
設
置
し
、
市
の
対
策
本
部
と

連
携
し
、
地
域
の
被
害
情
報
や
、

住
民
の
要
望
、
苦
情
収
集
に
あ

た
り
ま
し
た
。 

平
成
23
年
度
第
１
回
定
例
議
会
は
３
月
８
日
か
ら
23
日
ま
で
の

日
程
で
行
わ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
11
日
、
東
日
本
大
震
災
に
見

舞
わ
れ
、
11
日
に
行
わ
れ
て
い
た
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
途
中

で
中
止
、
そ
の
後
の
14
日
教
育
厚
生
常
任
委
員
会
も
午
前
中
２
時

間
で
終
了
し
ま
し
た
。 

16
日
か
ら
18
日
ま
で
３
日
間
の
一
般
質
問
に
は
、
質
問
者
11
名

が
通
告
し
て
い
ま
し
た
が
、
中
止
に
な
り
ま
し
た
。 

23
日
の
最
終
日
に
は
、
23
年
度
の
予
算
が
採
決
さ
れ
ま
し
た
が
、

木
村
静
枝
議
員
は
予
算
案
に
反
対
し
、
次
の
よ
う
に
討
論
を
行
い
ま

し
た
。 

市議会も 

災害対策本部 

を設置 
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市
職
員
の
削
減
・非
正
規
化
は
大
地
震
や 

原
発
事
故
対
応
に
混
乱
を
引
き
起
こ
す 

 



    

災
害
又
は
盗
難
も
し
く
は

横
領
に
よ
っ
て
、
資
産
に
損
害

を
受
け
た
場
合
等
に
は
、
一
定

の
金
額
の
所
得
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を

雑
損
控
除
と
い
い
ま
す
。 

 

雑
損
控
除
の
対
象
に
な
る

資
産
の
要
件
と
し
て
、
「
生
活

に
通
常
必
要
な
住
宅
、
家
具
、

衣
類
な
ど
の
資
産
で
あ
る
こ

と
」
が
一
つ
の
要
件
と
し
て
あ

り
ま
す
。 

              

    

そ
れ
に
は
塀
、
墓
、
仏
壇
、

通
勤
用
の
自
動
車
な
ど
の
修

復
・
修
繕
費
も
雑
損
控
除
の
対

象
と
な
る
資
産
と
し
て
原
則

認
め
ら
れ
ま
す
。 

 
控
除
を
受
け
る
の
は
23
年

度
分
（
24
年
度
）
申
告
で
控

除
の
適
用
と
な
り
ま
す
。
控
除

を
受
け
る
に
は
、
必
要
書
類
と

し
て
被
災
証
明
書
、
写
真
、
領

収
書
等
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。 

              

 

小
学
６
年
生
ま
で

医
療
費
無
料
化
、

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小

児
肺
炎
球
菌
助
成
、

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
も
中
学
３
年

生
ま
で
拡
大 

  

小
・
中
学
生
の
医
療
費
は
入

院
費
の
み
無
料
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
小
学

６
年
生
ま
で
通
院
費
も
無
料

（
６
月
以
降
）
と
な
り
ま
し
た
。

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
助
成

は
乳
幼
児
も
対
象
に
な
り
、
乳

幼
児
は
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
も
全

額
助
成
に
な
り
ま
す
。 

 

お
金
の
心
配
な
く
病
院
に

か
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 

        

                    

芳
野
小
学
校 

耐
震
補
強
工
事 

契
約 

 
契
約
金
額 

１
億
７
８
５
０
万
円 

（
消
費
税
８
５
０
万
円
） 

 

岡
部
・
浅
川
共
同
企
業
体 

が
落
札 

落
札
率
97
・
７
％ 

                    

天
然
ガ
ス
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
が
那
珂
市

に
埋
設 

  

天
然
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
「
茨
城
～
栃
木
」
整
備
計

画
に
つ
い
て
市
か
ら
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。 

                     

東
京
ガ
ス
は
日
立
港
ま

で
90

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
１
０
０

０
億
円
の
予
算
で
、
高
速

道
の
側
道
に
埋
設
す
る
と

の
こ
と
で
す
。 

 

旧
太
田
街
道
３
４
９
号
線
の
後
台
地
域
（
茨
城
学
園
バ
ス
停
付
近
）

は
、
道
路
の
西
側
に
雑
草
が
は
え
、
歩
道
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

住
民
か
ら
「
歩
道
と
し
て
整
備
を
し
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
が
あ
り

ま
し
た
が
、
や
っ
と
実
現
し
ま
し
た
。 

ま
だ
、
工
事
途
中
で
す
が
、
23
年
度
に
は
完
成
す
る
予
定
で
す
。 

◆みなさんの要求実現◆ 

所
得
税
の
雑
損
控
除
対
象
に
塀
や
墓
も 

4月13日 日本共産党北部地区議員団は、地震災害の 

被災者支援・災害復旧に関して県に要請をしました。 


